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2 秋田県中学校体育連盟 秋田県教育委員会 秋田市教育委員会
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4 秋田県中学校長会 秋田県 秋田市 （公財）秋田県スポーツ協会
秋田市スポーツ協会 秋田魁新報社 ＮＨＫ秋田放送局
ＡＢＳ秋田放送 ＡＫＴ秋田テレビ ＡＡＢ秋田朝日放送

5 令和７年７月１９日（土）

6 秋田県スポーツ科学センター３階体育館
〒010-0974　 秋田市八橋運動公園１番５号 TEL 018-864-7911　
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(4)
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8 郡市参加枠は設定しない。
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10 各校による参加人員制限は設けない。
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12 (1) 男女フルーレ個人戦を実施する。
(2) プール（５本勝負）とトーナメントの混合方式とする。
(3) トーナメント準決勝・決勝は１５本勝負、それ以外は１０本勝負とする。

13 (1) 規定の用具を着用すること。
(2) ストッキングは白色の膝の出ない厚めのものを用意すること。

14 ３位まで賞状を授与する。

15
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【申込先】　〒010-1420　秋田市大住南三丁目３番３号
　　　　　　秋田県フェンシング協会　担当 成田隆志  TEL 090-4554-1039

用 具

過年齢生徒の参加については、体力的・技術的要因が大きく関わると考え、満１
６歳に達する年度まで出場できるものとする。

表 彰

会 期

この大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、
技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身共に健康な中学校生徒を育
成するとともに、中学校生徒相互の親睦を図るものである。

国際フェンシング連盟の定める競技規則に準じる。

参 加 人 員

後 援

郡市参加枠

第７４回秋田県中学校総合体育大会
令和７年度秋田県中学校フェンシング大会要項（オープン競技）

競 技 規 則

参 加 資 格

主 管

目 的

主 催

競 技 方 法

日本フェンシング協会に登録している者。

引 率

会 場

秋田県フェンシング協会

参加生徒は、学校代表としてふさわしく、また、事前に健康診断を受け、日常健
康観察の結果異常のない生徒であること。
保護者の同意を得た生徒であること。

引率は保護者の責任で行うこととする。

【競技日程】　　　開 会 式　　　９：４５～
　　　　　　　　　競技開始　　１０：００～
 　 　　　　　　　閉 会 式　　１３：００～

学校教育法第１条に規定する中学校*に在籍し、本連盟に加盟している中学校の生
徒で、競技要項により大会参加資格を得、校長が参加を認めた者。
※本連盟では、「中学校」とは中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校
　の前期課程又は特別支援学校の中等部とする。

抽 選

参 加 申 込

秋田県フェンシング協会の関係者により抽選を行い、組合せを決定する。

別紙参加申込書に必要事項を記入の上、令和７年７月４日（金）必着とし、下記宛て
に申し込むこと。



17 (1) 各中学校で運動部に所属している者は、その部活動を優先する。
(2)
(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
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荒天や自然災害、緊急事態等の発生により、本要項に記載する会期内で競技日程
が消化できない場合は、本専門部申し合わせ事項に基づき、中止もしくは、競技
規模（競技ルール・試合時間・試合編成等）を縮小して対応する。

観戦者における競技会場内、または応援席や駐車場等、会場周辺の事故、破損等
については、大会主催者や施設管理者は一切責任を負わない。一切の事故等は自
己責任であることを理解した上で観戦するものとすること。
※「会場周辺の事故」には、競技中のボール等の用具が車や人に直撃した場合や、風や
　雪、雷等、天候の影響で起こった場合も含む。

大会の主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、別紙「秋田県中学校体育
連盟個人情報保護方針」に基づき、取得する個人情報について適正に取り扱う。
また、取得した情報は、競技大会の資格審査・大会運営上必要なプログラム編成
及び作成・ホームページ・報道取材・記録発表（記録集）等のほか、競技運営及
び競技に必要な連絡等に利用する。大会に参加する各選手はこれに同意する。し
かし、同意が得られない事情がある場合は、各郡市中学校体育連盟を通して、秋
田県中学校体育連盟及び秋田県フェンシング協会へ連絡をし、適切に対処する。
特に申出がない場合は上述内容を承諾したものとする。

自然災害等により、緊急的な対応が想定される場合の手段は「秋田県フェンシン
グ協会HP」を用いて行う。

　〒010-1420　秋田市大住南三丁目３番３号
　　　　　　  秋田県フェンシング協会　担当 成田隆志  TEL 090-4554-1039

そ の 他

連 絡 先

申込に使用する漢字は原則として常用漢字・人名用漢字とし、プログラム掲載も
同様とする。ただし、それ以外の漢字の使用を特に希望する場合は専門部へ相談
すること。

武器検査は、ピスト上で剣・マスク等を行うので、各自の責任で準備する。


